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旭川直轄河川改修事業
旭川特定構造物改築事業

（百間川河口水門）

◇旭川直轄河川改修事業 Ｐ２～Ｐ２０
（治水事業全体：整備期間２０年、当面想定している事業：整備期間６年）

・便益の算出方法、費用便益比（Ｂ／Ｃ）算出、事業効果、コスト縮減対策

◇旭川放水路 Ｐ２１～Ｐ２５
・便益の算出方法、費用便益比（Ｂ／Ｃ）算出、事業効果、コスト縮減対策

◇百間川河口水門 Ｐ２６～Ｐ３０
・費用便益比（Ｂ／Ｃ）算出、事業効果、

コスト縮減対策

旭川直轄河川改修事業
（旭川放水路）

【治水事業】

【環境整備事業】

旭川総合水系環境整備事業

◇旭川総合水系環境整備事業（水辺整備：古京（下流）地区、牧石地区） Ｐ３１～Ｐ３５
・費用便益比（Ｂ／Ｃ）算出

※赤字の事業については、中国地方整備局事業評価監視委員会で審議済み。

旭川水系河川整備計画（案）に対する事業評価について
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旭川水系河川整備計画（案）の
治水事業全体（旭川直轄河川改修事業）

に対する費用便益分析について

～ 治 水 事 業 ～
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事業の必要性等に関する視点（その１）

■事業の必要性
河川整備基本方針に沿って、概ね20年間の整備メニューを示した本河川整備計画（案）に基づき、再度災害防止の観点から、継続

中の事業（旭川：高潮事業、百間川：河口水門増設）の早期完成や旭川下流地区の河川整備、百間川の河道整備、分流部・旭川中流
地区の河道掘削などの整備を進めていく必要がある。

■事業の効果等

■近年洪水における被害状況

■社会情勢等の変化

H16.8高潮

出典：※1)国勢調査、※2)事業所統計調査、※3)岡山県統計データ

人口資産等の変化

洪 水 被 害

家屋浸水戸数：約4,600世帯 (岡山市内)Ｈ23.9洪水

家屋浸水戸数：約20戸、沖元地点 T.P.+2.632m
（既往 高潮位）

H16.8高潮

死者・行方不明者3名
家屋浸水戸数：約970戸

H10.10洪水

死者・行方不明者4名
流出家屋約25戸
家屋浸水戸数：約4,300戸

S47.7洪水

S47.7洪水

H10.10洪水

京橋付近の浸水状況

東西中島地区の浸水状況 旭川の高潮越波状況

旭川下流地区および百間川において、昭和47年7月洪水が再び発生した場合でも、浸水被害を防止または軽減できる。また、
既往 高潮位を記録し、浸水被害をもたらした平成16年8月台風16号による高潮が再び発生しても、国管理区間からの浸水を
防止できる。

旭川中流地区において、昭和47年7月洪水が再び発生した場合でも、浸水被害を防止できる。

人口(人）※1） 世帯数（世帯）※1） 事業所（箇所）※2） 経営耕地面積(ha)※3）

増減率 H22 H17 増減率 H22 H17 増減率 H21 H18 増減率 H22 H17

岡山市 1.05 709,584 674,746 1.08 296,790 275,242 1.12 33,649 30,080 0.96 10,177 10,614
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事業の必要性等に関する視点（その２）

出典：平成22年度浸水想定区域

JR山陽本線(岡山駅)

山陽新幹線

Ｊ
Ｒ

津
山

線

ＪＲ
宇

野
線

JR山陽本線

JR吉備線

国道2号

国道250号
国

道
30

号

国道53号

●岡山県庁
岡山県警察本部

●岡山市役所
北区役所

●中区役所

●東区役所
東消防署

●西警察署

●中央警察署

●南警察署

ＪＲ赤穂線

●東警察署
●岡山市消防局

●北消防署

●西消防署

岡山市立市民病院

岡山大学病院

岡山赤十字病院

心臓病センター榊原病院

岡山済生会総合病院

岡山協立病院

川崎病院

岡山中央病院

①主なライフライン
・山陽新幹線、JR山陽本線、JR吉備線、JR宇野線

ＪＲ津山線、ＪＲ赤穂線等
・国道2号、国道30号、国道53号、国道250号等

※ JR山陽新幹線の大半は高架橋である。

②主要な公共施設
・市役所等：岡山市役所、各区役所
・警察署 ：岡山県警察本部、各警察署
・消防局 ：岡山市消防局、各消防署

③その他、災害時要援護者関連施設
・岡山中央病院、岡山市民病院、岡山大学病院
岡山赤十字病院等

■災害発生時の状況
・旭川下流部は人口・資産が集中する岡山市街地が広がり、岡山県における 行政、経済の中心的役割を担っている。
・岡山市街地は、干拓等によって形成された低平地に発達しており、ゼロメートル地帯が広がっているため、洪水・高潮等に脆弱な地形

となっている。堤防が決壊した場合には氾濫域が岡山市中心部に広がり被害は甚大なものとなる。
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事業の進捗の見込みの視点

河川整備の対象期間：概ね２０年間

整備順序の概略工程表

(１) 継続事業の早期完成

現在実施中の事業（旭川：高潮事業、百間川：河口水門増設）を早期に完成させる。

百間川では、昭和47年7月洪水が再び発生した場合でも安全な洪水流下が可能と

なる築堤と適正な分流に向けた分流部の改築を実施する。また、旭川本川および百

間川の築堤等の土砂材料を百間川から採取することにより、河道掘削が促進される。

(２) 旭川下流地区の河川整備

市街区間の治水安全度を向上させるため、旭川下流地区の築堤等を順次実施する。

旭川水系中流ブロック河川整備計画（岡山県管理区間）との上下流バランスを考慮

し整備を進める。

(３) 分流部、旭川中流地区の河道掘削など

旭川下流地区および百間川の河道整備に続き、旭川本川の分流部から旭川中

地区の流下能力確保を目指す。

治水に関する整備内容
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(1)
高潮事業

(1)
百間川河口水門増設

(1)
百間川築堤、
河道掘削

(2)
築堤、
河道掘削

(1)
分流部の改築

（背割堤の嵩 上げ、
一の荒手切下、二の荒手補強）

(3)
河道掘削
樹木伐開

(3)
分流部の改築
（河道掘削・
樹木伐開）

整備手順説明図

主な整備内容

旭川下流地区 築堤（断面確保）、河道掘削

高潮対策区間 築堤（高潮堤）、断面確保

旭川放水路事業

 ・百間川河口水門増設

 ・築堤（断面確保）、河道掘削

 ・分流部の改築

既設百間川河口水門設備更新

本川分流部の樹木伐開、河道掘削

旭川中流地区 樹木伐開、河道掘削

百間川

分流部（本川）

整備区間 河川整備計画期間

目標達成に向け、岡山市街地の資産の集積度を踏まえ、上下流のバランス、百間川
の旭川放水路としての目的と経緯、過去の被災状況、事業の進捗状況、事業効果、
コスト縮減等に配慮し河川整備を実施します。
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コスト縮減の可能性

①百間川上流部で土砂採取
を行い、高潮堤防や分流部
背割堤等の堤防整備に利用
する。

②百間川河口水門の増設に
おいて、門柱・操作台が不要
となるライジングセクタゲート
（門柱レスタイプ）を採用するこ
とでコスト縮減を図る。

代替案立案等の可能性

■ 整備メニューの候補は、主要な3案に対して社会性、経済性、環境面、コスト等の観点からの評価を
行った結果、経済性に優れる原案（河道掘削＋築堤案）が優位と判断した。

コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点（その１）

 Ｎ

分流部
一の荒手切下げ
(亀の甲保全)
二の荒手 補強
背割堤嵩上 等

百間川河口
水門の増築高潮区間

高潮堤防

百間川上流部
土砂採取、堤防整備

凡 例

河川整備計画
の河道整備メニュー

実施中事業

福島地区
堤防整備

二日市地区
堤防整備

平井地区
堤防整備

内山下地区
堤防整備

出石地区
堤防整備

小橋地区
堤防整備

築
堤

材
料

築
堤

材
料

掘削状況

引き上げ式ローラーゲート
（門柱タイプ）

ライジングセクタゲート
（門柱レスタイプ）
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コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点（その２）

計1472億円

計348億円

計135億円

大規模な樹木伐採や河道掘
削は発生しないため、生物へ
の影響は小さい

河道の自然環境が維持され
る

大規模な樹木伐採や河道掘
削は発生しないため、生物へ
の影響は小さい

河床掘削・樹木伐採により生
物の生息域に影響する

樹木伐採により、生物の生息
域に影響する

大規模な河床掘削が必要で
あり、ケレップ水制や水棲生
物への影響が大きい

河床掘削・樹木伐採により生
物の生息域に影響する

樹木伐採により、生物の生息
域に影響する

大規模な樹木伐採や河道掘
削は発生しないため、生物へ
の影響は小さい

環境

補償対象

206事業

所

補償対象

211戸

補償対象

86事業所

530戸

補償対象
なし

補償対象
なし

補償対象
なし

補償対象
なし

補償対象
なし

補償対象
2事業所

社会性

735億円引堤百間
川

283億円引堤旭川

上流

15億円河道

掘削

と築堤

百間
川

18億円河道

掘削

旭川

上流

15億円河道

掘削

と築堤

百間
川

18億円河道

掘削

旭川

上流

引堤

河道

掘削

築堤

概要

×

事業
費が
高価

×

事業
費が
高価

○

評価

102億円旭川
下流

河
道
掘
削
＋
築
堤
案

454億円旭川
下流

引
堤
案

315億円旭川
下流

河
道
掘
削
案

経済性区間代 替 案

旭川

百間川
河
口
水
門

(

実
施
中)

築堤
河道掘削
分流部改築

旭川

百間川
河
口
水
門

(

実
施
中)

築堤
河道掘削
引堤
分流部改築

旭川

百間川

築堤
河道掘削
引堤
分流部改築

河
口
水
門

(

実
施
中)

旭川下流

旭川上流

百
間
川

旭川下流

旭川下流

旭川上流

旭川上流

百
間
川

百
間
川
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費用便益比（B／C）算出のフロー

■氾濫シミュレーションの実施
■想定被害額の算出

整備期間と投資計画の想定

総便益（B）の算定

評価対象期間：整備期間＋50年間
現在価値化の基準時点

：評価時点（H24時点）
社会的割引率：４％
評価期間終了時点の残存価値を加算

経済性の評価
○費用便益比（B／C）

河川整備計画等

総費用（C）の算定

評価対象期間：整備期間＋50年間
現在価値化の基準時点

：評価時点（H24時点）
社会的割引率：４％

便益（B）の算出
〔便益（B）=被害軽減額〕

【整備前の被害額】－【整備後の被害額】
(Without)            (With)  

整備期間と施設完成後の便益想定

費用（C）の算出

社会的割引率を考慮して現在価値化
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■計画規模1/150年確率（旭川本川、百間川）の洪水を 大として検討

■『治水経済調査マニュアル（案） (H17.4)』により、費用便益分析を実施

【洪水に対する費用便益分析について】

■平成24年度を基準年として、完成後５０年までに発生する費用及び便益を現在価値化

■便益については事業の進捗に伴い発現し、完成後の評価期間は事業完了後50年間とする

■河川整備の計画対象期間20年間（H24～H43）で実施する治水事業の費用

【費用便益分析について】

費用便益比（B／C）算出方法
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河川整備計画（案）対象事業

 Ｎ 

【築堤②】

【築堤③】

【築堤⑥】

【築堤④】

【築堤①】

【分流部】

【掘削③】

【水門】【高潮②】

【掘削①】

【掘削②】

【築堤⑤】

【高潮①】

【築堤⑦】

分流部の改築
今在家・中原（左岸）

三野・牧石（右岸）
【分流部】

百間川河口水門増設沖元（左右岸）【水門】

玉柏（左右岸）【掘削③】

兼基・藤原（左岸）

米田・原尾島（右岸）
【掘削②】 河道掘削

網浜地区【掘削①】

藤原（左岸）、原尾島（右岸）【築堤⑦】

出石地区【築堤⑥】

内山下地区【築堤⑤】

小橋地区【築堤④】

二日市地区【築堤③】

福島地区【築堤②】

築堤

（断面確保）

平井地区【築堤①】

河口地区【高潮②】
築堤（高潮堤）

三蟠地区【高潮①】

整備内容地区名位置図番号

整備実施箇所及び整備の内容



11

河川整備計画（案）の主な事業実施内容

百間川改修築堤高潮堤(築堤)

現 状：高潮に対する堤防高さ、断面の
不足

対 策： 高潮堤の断面確保
整備効果：高潮堤の整備による高潮はん濫

の防止

 

0.0k 0.0k 

1.0k 1.0k 

2.0k 
2.0k 

【高潮①】
【高潮②】

現 状：堤防断面の不足
対 策：堤防の断面確保
整備効果：堤防断面の確保によるはん濫

の防止

2.0k 2.0k

3.0k3.0k

4.0k
4.0k

【築堤①】

【築堤②】

掘削

11.0k

11.0k

10.0k10.0k

【掘削②】

現 状：河積の不足
対 策：河道掘削、

樹木伐開
整備効果：水位低下による

はん濫の防止

現 状：流下能力の不足
対 策：水門増設
整備効果：せき上げの解消によるはん濫の防止

■河口水門の増設

現 状：百間川への適正な分流量が確保できない
対 策：分流部の改築
整備効果：百間川への適正な分流・旭川下流のはん濫防止

一の荒手の整備イメージ

■分流部の改築

■河道の掘削

現 状：河積の不足
対 策：河道掘削、樹木伐開
整備効果：水位低下によるはん濫の防止

17.0k

17.0k
【掘削③】

16.0k

16.0k

15.0k15.0k

【築堤⑥】

【築堤③】

9.0k

9.0k

8.0k

8.0k

7.0k
7.0k【築堤④】

【築堤⑤】

【掘削①】
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HL1：砂川合流後左岸ブロック

※砂川合流後左岸

HL2：砂川合流前左岸ブロック

※旭川分流前左岸と砂川合流前

百間川左岸の氾濫流が重複する区域

AL1、HR1：右岸ブロック

※旭川分流後左岸と百間川右岸の

氾濫流が重複する区域

旭川

百間川

AR1：旭川右岸ブロック

※旭川右岸ブロック

AL2：旭川左岸中流ブロック

※旭川左岸ブロック（12.6～15.4ｋ）

AL3：旭川左岸上流ブロック

※旭川左岸ブロック（16.2～17.2k）

対象氾濫原を、一連の氾濫区域と見なせる区域（氾濫ブロック）に分割。

便益の算出方法 ～年平均被害軽減期待額の算出方法①～

氾濫ブロックの分割状況
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便益の算出方法 ～年平均被害軽減期待額の算出方法②～

1/5 0.20000 0 0 0 － － － 0

1/10 0.10000 357,500 0 357,500 178,750 0.100 17,875 17,875

1/20 0.05000 466,682 0 466,682 412,091 0.050 20,605 38,480

1/30 0.03333 504,295 0 504,295 485,489 0.017 8,091 46,571

1/50 0.02000 599,903 0 599,903 552,099 0.013 7,361 53,932

1/80 0.01250 1,060,227 363,414 696,813 648,358 0.008 4,863 58,795

1/100 0.01000 1,488,777 459,453 1,029,324 863,069 0.003 2,158 60,953

1/150 0.00667 1,932,198 1,298,499 633,699 831,512 0.003 2,772 63,724

流量規模 超過確率
年平均被害額の累計

=年平均被害軽減期待額
事業を実施
しない場合

①

事業を実施
した場合

②

軽減額
③＝①－②

被　　害　　額
区間平均
被害額

④

区間確率
⑤

年平均
被害額
④×⑤

備考

0.000

0.050

0.100

0.150

0.200

1/0 1/10 1/20 1/30 1/40 1/50 1/60 1/70 1/80 1/90 1/100 1/110 1/120 1/130 1/140 1/150

生
起

確
率

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

1/0 1/10 1/20 1/30 1/40 1/50 1/60 1/70 1/80 1/90 1/100 1/110 1/120 1/130 1/140 1/150

被
害

額
（
億

円
）

事業を実施
しない場合①

事業を実施
した場合②

軽減額
③＝①－②

←発生頻度多い 発生頻度少ない→

■計画規模1/150年確率を 大として検討 (1/5年、1/10年、1/20年、1/30年、1/50年,1/80年,1/100年,1/150年)
■年平均被害軽減期待額 約637億円

■便益の算出方法

←被害小さい

被害大きい→

（単位：百万円）
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益
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)

（
年
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均

被
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減
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待

額
）

費
用

（
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)

（
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業
費

+
維

持
管

理
費

）

4,000

3,000

2,000

1,000

0

H24 H29 H34 H39 H44 H49 H54 H59 H64 H69 H74 H79 H84 H89

年次

便益（各年度価格） 事業費（各年度価格） 維持管理費（各年度価格）

便益（現在価値化） 事業費（現在価値化） 維持管理費（現在価値化）

500

400

300

200

100

0

（百万円）

費
用

（
C

）

維
持

管
理

費

費用対効果の分析（不特定込み）

費用便益比（B/C）の算出（河川整備計画の対象期間）

47.4

258.0 億円

50.1 億円

207.9 億円

12,227.7 億円

5.5 億円

12,222.1 億円

整備計画対象

全体事業

51.9
費用便益比
（B/C）

48.6 億円維持管理費(C2)

11,929.2 億円総便益(B=B1+B2)

11,924.8 億円便益(B1)

229.7 億円総費用(C=C1+C2)

181.0 億円建設費(C1)

4.4 億円残存価値(B2)

整備計画対象

残事業
項目

※１．本表中の額は、平成２4年度を基準年度として現在価値化をしたものである。

整備計画対象期間（20年） 整備期間終了後の評価期間（50年）

維持管理費拡大

便益の整理
・評価期間中に発現する便益を、社会的割引率(４％)で割り引いた上で集計
・評価期間後に生じる残存価値を算定

費用の整理
・今後見込まれる事業費、維持管理費については社会的割引率（４％）によっ
て割り引いた上で集計し、現在価値化

→ 費用便益比（B/C）を算出
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整備計画規模相当となる1/50の確率規模の降雨を対象とした被害の軽減状況

河川整備計画対象事業の事業効果

事業実施前 事業実施後

36,616世帯浸水世帯

4,445ha浸水面積

5,999億円被 害 額

想定被害項 目

0世帯浸水世帯

0ha浸水面積

0億円被 害 額

想定被害項 目

被害軽減

  

【凡例】

0.5m未満の区域

0.5～1.0m未満

1.0～2.0m未満

2.0～5.0m未満

浸水被害解消
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旭川直轄河川改修事業のうち
当面想定している事業（整備期間6年）

に対する費用便益分析について

～ 治 水 事 業 ～
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当面６年間の実施箇所（案）の事業内容

出石地区【築堤⑥】

二日市地区【築堤③】

藤原（左岸）、原尾島（右岸）【築堤⑦】

分流部の改築
今在家・中原（左岸）

三野・牧石（右岸）

【分流部】

百間川河口水門増設沖元（左右岸）【水門】

兼基・藤原（左岸）

米田・原尾島（右岸）

【掘削②】 河道掘削

網浜地区【掘削①】

福島地区【築堤②】

築堤

（断面確保）

平井地区【築堤①】

河口地区【高潮②】
築堤（高潮堤）

三蟠地区【高潮①】

整備内容地区名位置図番号
 Ｎ 

【築堤②】

【築堤①】

【分流部】

【水門】【高潮②】

【掘削①】

【掘削②】

【高潮①】

【築堤⑦】

【築堤③】

【築堤⑥】

整備実施箇所及び整備の内容
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）
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年次

便益（各年度価格） 事業費（各年度価格） 維持管理費（各年度価格）

便益（現在価値化） 事業費（現在価値化） 維持管理費（現在価値化）

500

400

300

200

100

0

（百万円）

費
用

（C
）

維
持

管
理

費

費
用

（
C

)

（
事

業
費

+
維

持
管

理
費

）

費用対効果の分析（不特定込み）

費用便益比（B/C）の算出（当面整備の対象期間）

61.6
費用便益比
（B/C）

44.0 億円維持管理費(C2)

11,717.2 億円総便益(B=B1+B2)

11,712.7 億円便益(B1)

190.0 億円総費用(C=C1+C2)

146.1 億円建設費(C1)

4.5 億円残存価値(B2)

当面事業項目

※１．本表中の額は、平成２4年度を基準年度として現在価値化をしたものである。

便益の整理
・評価期間中に発現する便益を、社会的割引率(４％)で割り引いた上で集計
・評価期間後に生じる残存価値を算定

費用の整理
・今後見込まれる事業費、維持管理費については社会的割引率（４％）によって割り引いた
上で集計し、現在価値化

→ 費用便益比（B/C）を算出

当面整備期間

（6年） 整備期間終了後の評価期間（50年）

維持管理費拡大
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整備計画規模相当となる1/50の確率規模の降雨を対象とした被害の軽減状況

当面６年間の実施箇所（案）の事業効果

事業実施前 事業実施後

36,616世帯浸水世帯

4,445ha浸水面積

6,000億円被 害 額

想定被害項 目

1,978世帯浸水世帯

182ha浸水面積

457億円被 害 額

想定被害項 目
【凡例】

0.5m未満の区域

0.5～1.0m未満

1.0～2.0m未満

2.0～5.0m未満

被害軽減

浸水被害解消
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今後の対応方針（案）

①事業の必要性に関する視点

●下流部の岡山市街地は、干拓等によって形成された低平地に発達しており、ゼロメートル地帯が広がっている

ため、洪水・高潮等に脆弱な地形となっている。

●昭和９年９月の室戸台風では、旭川・百間川の堤防が決壊するなど甚大な被害をうけている。その後も昭和４７

年７月洪水の浸水被害、近年では、平成１０年１０月洪水の浸水被害や平成１６年８月の高潮被害が発生して

いる。

●今後も同様の洪水があった場合には、災害が再び発生するため、再度災害防止の観点から、早期に旭川本川

の改修、旭川放水路と百間川河口水門の建設を進める必要がある。

②事業の進捗の見込みの視点

●百間川河口水門増築事業は、平成２５年度末に完成予定。

●旭川放水路については、平成３０年度末完成予定であり、残事業を計画的に推進中。

●旭川水系の関係市町村が「旭川・百間川（旭川放水路）改修促進期成会」を組織し、旭川水系の治水対策の促

進を強く要望。

③対応方針

●旭川水系河川整備計画（案）に基づき、事業実施することは妥当と考える。
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～ 治 水 事 業 ～

旭川直轄河川改修事業（旭川放水路）
に対する費用便益分析について
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旭川直轄河川改修事業（旭川放水路）の概要

分流部の改築

一の荒手の整備イメージ

樋門整備

整備前 整備後

河道整備

整備前 整備後

橋梁改築

整備前 整備後

【事業諸元】

○事業期間 ： 昭和45年度～平成30年度予定

○総事業費 ： 890億円

○事業内容 事業延長 ： Ｌ＝12.9km

掘 削 ： 約3,500千m3 築 堤 ： 約3,500千m3

樋 門 ： 43基 水 門 ： 1基

堰 ： 2基 排水機場： 7基 等

百間川河口水門の増設

百間川河口部 増設部の堰柱・ゲート完成
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年次

便益（各年度価格） 事業費（各年度価格） 維持管理費（各年度価格）

便益（現在価値化） 事業費（現在価値化） 維持管理費（現在価値化）

500
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（百万円）
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）

維
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管
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費
費用対効果の分析（不特定込み）

費用便益比（B/C）の算出（旭川放水路）

※１．本表中の額は、平成２4年度を基準年度として現在価値化をしたものである。

放水路事業整備期間（49年） 整備期間終了後の評価期間（50年）

維持管理費拡大

費用対効果の分析（不特定込み）

4.9

3,036.9 億円

127.4 億円

2,909.5 億円

14,901.8 億円

12.3 億円

14,889.5 億円

旭川放水路

全体事業

71.3
費用便益比
（B/C）

37.4 億円維持管理費(C2)

6,002.8 億円総便益(B=B1+B2)

6,000.3 億円便益(B1)

84.2 億円総費用(C=C1+C2)

46.8 億円建設費(C1)

2.5 億円残存価値(B2)

旭川放水路

残事業
項目便益の整理

・評価期間中に発現する便益を、社会的割引率(４％)で割り引いた上
で集計

・評価期間後に生じる残存価値を算定

費用の整理
・既投資額についてはデフレータ及び社会的割引率(４％)で割り増しに

よって現在価値化し今後見込まれる事業費、維持管理費については社
会的割引率(４％)によって割り引いた上で集計し、現在価値化

費用便益比（B/C）を算出
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整備計画規模相当となる1/50の確率規模の降雨を対象とした被害の軽減状況

旭川放水路の事業効果

事業実施前 事業実施後

73,319世帯浸水世帯

5,821ha浸水面積

9,468億円被 害 額

想定被害項 目

32,883世帯浸水世帯

2,745ha浸水面積

4,987億円被 害 額

想定被害項 目【凡例】

0.5m未満の区域

0.5～1.0m未満

1.0～2.0m未満

2.0～5.0m未満

被害軽減

浸水被害解消
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今後の対応方針（案）

①事業の必要性に関する視点

●下流部の岡山市街地は、干拓等によって形成された低平地に発達しており、ゼロメートル地帯が広がっている

ため、洪水・高潮等に脆弱な地形となっている。

●昭和９年９月の室戸台風では、旭川・百間川の堤防が決壊するなど甚大な被害をうけている。その後も昭和４７

年７月洪水の浸水被害、近年では、平成１０年１０月洪水の浸水被害や平成１６年８月の高潮被害が発生して

いる。

●今後も同様の洪水があった場合には、災害が再び発生するため、再度災害防止の観点から、現在進めている

河口水門の増設と、分流部の計画対応への改修により、放水路機能の早期効果発現を目指す必要がある。

②事業の進捗の見込みの視点

●百間川河口水門増築事業は、平成２５年度末に完成予定。

●旭川放水路については、平成３０年度末完成予定であり、残事業を計画的に推進中。

●旭川水系の関係市町村が「旭川・百間川（旭川放水路）改修促進期成会」を組織し、旭川水系の治水対策の促

進を強く要望。

③対応方針

●旭川水系直轄河川改修事業（旭川放水路）については、平成３０年度末の完成に向け、事業継続が妥当と考

える。
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旭川特定構造物改築事業（百間川河口水門）
に対する費用便益分析について

～ 治 水 事 業 ～

【参考】
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旭川特定構造物改築事業（百間川河口水門）の概要

側面図 （新設水門）

児島湾 百間川

← 百間川

護床工A 20,000 水叩 10,000 護床工 30,000護床工B
30,000

堰柱床版 25,350

10,000 10,000 15,000 15,000

広幅鋼矢板Ⅱw型 L=3.0m

ｺﾝｸﾘ-ﾄﾌﾞﾛｯｸ（0.5t型）捨石（200kg～500kg程度）
1：2

.0

捨石（200kg～500kg程度）

H.W.L H.P＋2.45m
計画高潮位 H.P＋3.15m

計画河床高 H.P-2.2m

ｺﾝｸﾘ-ﾄﾌﾞﾛｯｸ（3t型） ｺﾝｸﾘ-ﾄﾌﾞﾛｯｸ（6t型）

百間川計画堤防高
H.P＋3.95m

H.P-4.6m

計画高潮堤防高 H.P＋4.7m

旧百間川計画堤防高 H.P＋3.65m

※ H.P（百間川ﾎﾟｲﾝﾄ）一般図 （川側より臨む）

計画河床高 H.P-2.2m 計画河床高 H.P-2.2m

H.W.L H.P＋2.45mH.W.L H.P＋2.45m

百間川計画堤防高 H.P＋3.95m

7. 0m幅 員

管理橋

ライジングセクタゲートゲート形式

113.7m 橋 長

３径間連結連続PC ポステンT 桁橋形 式

油圧ﾓｰﾀ・ﾗｯｸ式（片側4 台駆動）開閉装置形式

6.15m 揚 程

6.9m（H.P+4.70m－H.P-2.20m＝6.9m）扉 高

H.P+3.95m（百間川計画堤防高）ｹﾞｰﾄ引上げ下端高

H.P+4.70m （計画高潮堤防高）ゲート天端高

H.P–2.20m 敷 高

33.4m 純径間

113.7m（径間長37.9m×3 門）水門の全長

新設水門 構造諸元等

新設水門既設水門

児島湾

百
間
川
↓

←
四
蟠
川

事業実施前

事業実施後

←
四
蟠
川

児島湾

既設水門

百
間
川
↓

新設水門既設水門

児島湾

百
間
川
↓

←
四
蟠
川

事業実施前

事業実施後

←
四
蟠
川

児島湾

既設水門

百
間
川
↓

ゲート完成状況

児島湾側 児島湾

既設水門 新設水門

百
間

川
平成２３年６月撮影

【事業諸元】
○事業期間 ： 平成13年度～平成25年度予定
○総事業費 ： 131億円
○事業内容 ：

水門本体工、防潮堤工、橋梁工、機械設備･ゲート工
電気設備工、建築工、その他（仮設工等）
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額
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用
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)

（
事

業
費

+
維

持
管

理
費

）

2,000

1,500

1,000

500

0

H13 H18 H23 H28 H33 H38 H43 H48 H53 H58 H63 H68 H73

年次

便益（各年度価格） 事業費（各年度価格） 維持管理費（各年度価格）

便益（現在価値化） 事業費（現在価値化） 維持管理費（現在価値化）

200

150

100

50

0

（百万円）

費
用

（
C

）

維
持

管
理

費

【参考】 旭川特定構造物改築事業（百間川河口水門）の費用便益比（B/C）

費用便益比（B／C)の算出

■便益の整理
・評価期間中に発現する便益を、社会的割引率（４%）で割り引いた上で集計

・評価期間後に生じる残存価値を算定

■費用の整理
・既投資額についてはデフレータ及び社会的割引率（４%）で割り増しによって 現在価値
化し、今後見込まれる事業費、維持管理費については社会的割引率（４%）によって割り

引いた上で、集計
5.8

166.2  億円

5.4  億円

160.8  億円

978.9 億円

1.2  億円

977.7 億円

百間川河口水門
全体事業

項 目
百間川河口水門

残事業

便益(B1) 977.7  億円

残存価値(B2) 0.1  億円

総便益(B=B1+B2) 977.8  億円

建設費(C1) 10.4  億円

維持管理費(C2) 5.4  億円

総費用(C=C1+C2) 15.8  億円

費用便益比(B/C) 61.6
河口水門整備期間（13年） 整備期間終了後の評価期間（50年）

維持管理費拡大
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整備計画規模相当となる1/50の確率規模の降雨を対象とした被害の軽減状況

事業実施前 事業実施後

11,378世帯浸水世帯

2,845ha浸水面積

1,855億円被 害 額

想定被害項 目

0世帯浸水世帯

0ha浸水面積

0億円被 害 額

想定被害項 目【凡例】

0.5m未満の区域

0.5～1.0m未満

1.0～2.0m未満

2.0～5.0m未満

被害軽減

浸水被害解消

【参考】 旭川特定構造物改築事業（百間川河口水門）の事業効果
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今後の対応方針（案）

①事業の必要性に関する視点

●下流部の岡山市街地は、干拓等によって形成された低平地に発達しており、ゼロメートル地帯が広がっている

ため、洪水・高潮等に脆弱な地形となっている。

●百間川河口部の現況流下能力は計画高水流量に対して約５割しかないため、流下能力上ネックとなっている。

●早期に百間川河口水門増築を完成させ、旭川放水路（百間川）の改修事業効果を発現し、岡山市街地の治水

安全度を向上させることが必要である。

②事業の進捗の見込みの視点

●百間川河口水門増築事業は、平成２５年度末に完成予定。

●旭川水系の関係市町村が「旭川・百間川（旭川放水路）改修促進期成会」を組織し、旭川水系の治水対策の促

進を強く要望。

③対応方針

●旭川特定構造物改築事業（百間川河口水門）については、平成２５年度末完成に向け、事業継続が妥当と考

える。
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旭川総合水系環境整備事業
に対する費用便益分析について

～ 環 境 整 備 事 業 ～

【参考】
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整備目的 ：河川巡視など河川管理機能の向上と水辺利用者が安全に水辺空間を利用できるように、護岸、階段、坂路等の
整備を行う。

現状と課題：古京(下流)箇所は、整備された坂路や階段が少なく、水辺に近づきにくい場所があるほか、桜の根が張り出し強
風時には倒木の可能性がある。

整備内容 ：(国)護岸、階段、坂路、(自)遊歩道
事業費 ：414百万円(うち、国土交通省整備分：269百万円、自治体整備分：145百万円)

①【水辺整備】 古京(下流)箇所（計画）

備前原駅

岡山駅

東岡山駅

旭川

百間川

山陽新幹線

津
山

線

岡山ＩＣ

宇野線

山陽本線

吉備線

2

250

180

53

30

山陽自動車道

岡山城・後楽園

岡山市

赤磐市

瀬戸内市

3km

古京(下流)箇所

整備箇所の状況

利用状況

旭川

後楽園

古京(下流)箇所
蓮
来
橋

相生橋

月見橋

県庁

鶴見橋

岡山城

平成24年4月撮影

根が張り出し脆弱化した状態

平成24年4月撮影

強風による倒木(岡山城周辺)

平成24年4月撮影

平成24年5月撮影

狭い坂路状況

整備後のイメージ

水辺に近づきやすくし、倒木を防ぐことで水
辺利用の安全性が向上する。

ふるぎょうかりゅう

旭川総合水系環境整備事業の概要
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整備目的 ：河川巡視など河川管理機能の向上と水辺利用者が安全に水辺空間を利用できるように、護岸、河床掘削、高水
敷整正、河川管理用通路・階段の整備を行う。

現状と課題：河川敷には、グランドがあり、日常からスポーツなどの河川利用が盛んな場所となっているが、雑草や雑木が
繁茂し河川敷に下りる階段や通路もないため安全に水辺を利用することができない状況である。

整備内容 ：護岸、河床掘削、高水敷整正、河川管理用通路、階段
事業費 ：200百万円

②【水辺整備】 牧石箇所（計画）

備前原駅

岡山駅

東岡山駅

旭川

百間川

山陽新幹線

津
山

線

岡山ＩＣ

宇野線

山陽本線

吉備線

2

250

180

53

30

山陽自動車道

岡山城・後楽園

岡山市

赤磐市

瀬戸内市

3km

牧石箇所

旭川

大原橋

新大原橋

整備箇所の状況

整備箇所近傍の利用状況

旭川

整備予定箇所

平成23年度撮影 平成23年度撮影

整備箇所近景
整備後のイメージ

水辺に近づきやすくなり、安全に水辺の利用がで
きる

旭川

整備予定箇所
グランド

平成19年度撮影

まきいし

旭川総合水系環境整備事業の概要
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環境事業の概要、費用便益分析結果を添付
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費用C（事業費）
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便益B 費用C（維持管理費） 費用C（事業費）

費用C（現在価値化） 便益B（現在価値化）

年便益

事業費 維持管理費 　
拡
大

事業完了後の評価期間（50年）事業期間

■便益の整理
・評価期間中に発現する便益を社会的割引率（4%）で割り引いた上で集計
・評価期間後に生じる残存価値を算定
■費用の整理
・今後見込まれる事業費、維持管理費については社会的割引率（4%）に
よって割り引いた上で集計

事業完了(H29)

評価基準年(H24)

項目 再評価

便益（B1） 15,998百万円

残存価値（B2） 11百万円

総便益（B=B1+B2） 16,009百万円

建設費（C1） 545百万円

維持管理費（C2） 88百万円

総費用（C=C1+C2） 633百万円

費用便益比（B/C） 25.3【対象箇所】水辺整備：古京(下流)箇所、牧石箇所

【参考】旭川総合水系環境整備事業の費用便益比（B/C）

費用便益比（B／C)の算出
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今後の対応方針（原案） 環境整備事業

●旭川下流域に位置する岡山市は、岡山県の政治・経済・文化の中心地であり、人口（約71万人、約30万世帯
（H22国勢調査速報集計））は増加している。また、岡山市は平成21年４月に全国18番目の政令指定都市と
なっている。

●岡山市中心部と後楽園をあわせた観光客数は平成16年の146万人から平成21年には185万人に増加している。

●以上から、事業の必要性、重要性は変わらないと考えられるため、事業継続が妥当である。
●今後の事業実施にあたっては、地域との協力体制を確立するとともに、新技術･新工法等を活用し、コスト縮減

に引き続き取り組み、効率的かつ効果的な事業の執行に努める。

② 事業の進捗の見込みの視点

●地域の河川利用に資する水辺整備に対する要望は強く、地域計画や地域からの意見を取り入れながら、協力
体制を確立し事業を実施することとしており、特に問題はない。

①事業の必要性等の視点

④対応方針
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【参考】 感度分析
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費用対効果の分析（不特定込み）

【参考】 治水事業の感度分析

整備計画（案）に示した治水事業（旭川直轄河川改修事業、旭川直轄河川改修事業（旭川放水路）、旭川特定構造物改築事業（百
間川河口水門））について、今後の関係機関協議や地元調整、コスト縮減、社会状況の変化等により、事業費、工期、人口、世帯数
等の増減が見込まれるため、事業費（維持管理費含む）、残工期、資産を±1割増減させ、B/Cの感度分析を行う。

■感度分析結果

5.46.1－－5.95.85.8全体事業
旭川特定構造物改築事業

（百間川河口水門）

旭川直轄河川改修事業

64.478.264.771.273.569.271.3残事業

4.45.34.94.84.94.84.9全体事業

旭川放水路

事業名

55.667.661.162.165.658.161.6当面事業

57.564.4－－66.057.861.6残事業

46.956.950.753.055.548.751.9残事業

42.851.946.448.250.944.247.4全体事業

-10%+10%-10%+10%-10%+10%

資産残工期残事業費

基本

整備計画（案）（治水事業）の費用便益比（Ｂ／Ｃ）

区分

※「－」は残工期が残り１年（百間川河口水門）であり、工期の1割増・減による評価はできないため
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整備計画（案）に示した環境整備事業（旭川総合水系環境整備事業）について、今後の関係機関協議や地元調整、コスト縮減、社
会状況の変化等により、事業費、工期、人口、世帯数等の増減が見込まれるため、事業費（維持管理費含む）、残工期、便益を±1
割増減させ、B/Cの感度分析を行う。

費用対効果の分析（不特定込み）

【参考】 環境整備事業の感度分析

■感度分析結果

22.827.825.325.327.723.325.3全体事業

22.827.825.325.327.723.325.3残事業

-10%+10%-10%+10%-10%+10%

便益残工期残事業費

基本

整備計画（案）（環境整備事業）の費用便益比（Ｂ／Ｃ）
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